





















2）　Durkheim 1912=1975 上 : 41．












































































































































































憲法を持たない点，第 2に，単独法人（corporation sole）としての王冠（the 
Crown）に主権性を求める点である．
　英国にはいわゆる成文憲法がなく，王の権力は，大憲章（1215），権利請願
12）　Maitland 1901=1989: 125-126．原文は次のとおり．We cannot get on without the State, or the 









































































































































　COVID-19 パンデミック下の現在，日本の新聞は，英語の “state of 
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